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は じめに

英語の授業のなかで、直訳と意訳のどちらのほうがいいのか、という質問を受けることがあ

る。特に試験前になると、毎年のように 「訳す場合は意訳と直訳のどちらがいいのか」と質問

する学生が現れる。そういう学生 は、意訳をすると構文や熟語がわかっていないと思われるの

ではないか、 と不安に感 じているらしく、結局直訳を したほうが安全だと考えるようだ。英文

の構造を確認 しながら行 う直訳は日本語 として不自然なものにならざるを得ないのだが、英語

の授業のなかでは、必要悪 として直訳の不自然な日本語がまかり通 って しまう場合がある。な

かには、学生が自分で訳 した日本語の内容が理解できていないことさえある。発表 し終えた学

生に、「で、結局それはどういうこと?」 と尋ねると、訳 した本人 も首をか しげて しまうのだ。

構文は理解できていても、全体の意味内容を考えずに辞書の一番目の意味ばかりを並べるので、

意味不明な文ができてしまうのだろう。問題は、内容がっかめていないのに、外国語の訳だか

らわかりにくくて当然だと学生たちが考え、それで平気でいることであろう。

このように、意味不明の日本語訳を作るところまでで終わってしまい、肝心の内容を理解 し

ていな くても平気でいたのでは、いっまでたっても英文は読めない。日本語訳を作るのなら、

む しろ極力自然な日本語に意味内容を移す作業 っまり翻訳 をしたほうが、内容理解に

結びっ くのではないだろうか。また、翻訳作業をするためには、英語を読むだけでなく、英語

と日本語の違 いを知らなければならない。英語と日本語の違いを知れば、英語に対する理解 も

いっそう深 まるのではないだろうか。

もちろん、多読や速読をする際にいちいち翻訳作業をするわけにはいかない。ある程度の分

量の英文をある程度の速度で読 もうと思えば直読直解が必要なのは当然である。だが、英語の
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構造や文法を学ぶうえで英文解釈 というものが必要になるのなら、直訳で終わらず、一歩踏み

こんで日本語に移す工夫をすることで、英語 という言語の理解が そして、 日本語の理解も

一層深まるのではないだろうか
。

筆者はここ数年、ある大学で翻訳の授業を担当してきた。そのなかで、最初は英文解釈 と翻

訳はどう違うのかととまどっていた学生たちが、やがて生き生きとした訳文を作 りはじめる様

子を目にしてきた。本論では、筆者が行ったある翻訳入門の授業を取 り上げ、学生たちの訳文

の変化を追いなが ら、翻訳を通 して英語と日本語の特質を学ぶ試みにっいて考えてみたい。

1授 業の実際

本論では、授業例 として、平成17年 度秋学期に行なった 「翻訳入門講座」を取 り上げる。

このクラスは、関西のある私立大学の経済学部で、2年 生の秋学期を対象として提供されてい

る 「英語演習」 という科目のなかで開講 したものである。 この 「翻訳入門講座」 はそのうちの

スペシャル ・イングリッシュという分野のひとっ として開講 した。

1)ク ラス構成

この 「英語演習」では、クラスは選択制となっており、定員枠はあるものの、学生は希望の

クラスを選ぶことができる。平成17年 度秋学期は、筆者の 「翻訳入門講座」クラスに25名が登

録 した。ただ、受講生はすべて経済学部の学生であ り、英語や英米文学を専門とする学生では

ない。そのため、はじめから翻訳が学びた くて履修 した学生より、翻訳とはどういうものか、

英文解釈や直訳 とはどう違 うのか、 という疑問を持って履修 した学生のほうが多かったようだ。

もちろん、第一希望のクラスにはいれなかったので、という学生もいた。初回の授業でこのク

ラスを選択 した理由を書いてもらったところ、次のようなものがあった。

・「ただの直訳ではなく普段話 しているような言葉を使 ってスムーズに訳せるようになりた

いと思ったか ら」

・「直訳 と翻訳はどんな風に違 うのかは気になっていました」

・「翻訳について私は直訳 との違いは何か?直 訳か ら翻訳に変えていくにはどのようにす

ればいいのかを学べたらいいなと思っています」
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・「今 ま で受 験 とか の英 語 で 自分 自身 が訳 して き た カ チ コチ の 訳 を捨 て て や わ らか い?訳 と

い う もの が ス ラ ス ラで き る よ う にな りた い」

・「なん か い い か げ ん長 文 読 解 は飽 きた の で、 目新 しい事 が や りた か った か ら」

学 生 た ち の な か に は、 や は り 自分 た ちの 普 段 の 英 文 訳 は直 訳 で あ って 、 ス ム ー ズで は な い と

い う意 識 が あ るよ う に見 受 け られ た 。

2)教 材

翻訳の授業をする際に苦労する点のひとっが教材選びである。翻訳を本格的に学びたい人の

ためのもの、翻訳学校で使われた教材を本に したもの、翻訳にっいてのエッセイなどはかなり

あるのだが、翻訳を扱った大学生向けの英語テキス トは数が少ない。今回は 『DeepReading

読みか ら訳への要領』(英宝社)を 使用 した。このテキス トは文法項目ごとに章が分 けら

れており、テキス トの例文や練習問題の英文はホーソン、サ リンジャー、カポーティーなどの

文学作品から採用されている。学生たちは普段文学作品を読み慣れていないうえ、少 し古い作

品が多いので堅苦 しい英文だと感 じるだろうが、文法的にきちんとした英文が多 く、文法の解

説が加えられている点、また、練習問題の分量が少ない点で初心者には使いやすいテキストだ

と思われる。さらに、教師用のマニュアルには実際に出版 された翻訳が採録 されていて、原文

と訳文の比較ができる点でも便利であった。

3)基 本的な授業方法

この授業では、基本的に毎回翻訳課題を小 レポー トとして提出させることにした。第一回は

導入として授業の進め方を説明し、さらに翻訳の現状や翻訳家が実際に翻訳を行なう手順など

にっいての講義を行 う。第二回はあらかじめ提出された課題 レポー トの講評ができないため、

ほかの素材を用意するなど、少 し構成が違 うが、第三回以降の基本的な毎回の授業展開は次の

通 りである。

①前回の課題文を読み、内容を正確に理解する。文法説明なども行い、まず学生に直訳させ

る。

②前週提出された添削済み翻訳 レポー トを返却する。
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③ うまく訳せていた6、7名 の訳文を一覧できるプリントを作 っておき、それぞれ訳者に発

表させる。また、 うまく訳せている点、 もう少 し工夫 したほうがよい点など、教師がコメ

ントを加える。さらに、各人の訳文の比較 も行なう。

④次の課で取 り上げる文法項目の解説や問題演習を行なう。

⑤テキス ト以外の素材の翻訳など応用演習を行なう。

こ の授 業 の 一 番 の 狙 い は ス テ ップ② に あ る。 添 削 済 み の レポ ー トを 返 却 す るだ け で な く、

6,7名 の訳 文 を 配 布 す る こ と に よ り、 学 生 た ち は、 他 の 学 生 が ど ん な 訳 を して い るの か 知 る

こ とが で き、 お互 い に刺 激 しあ う こ とが で き る。 本 当 な ら全 員 の訳 文 を共 有 で きれ ば い い の だ

が、 翻 訳 の 演 習 ク ラ ス と して は ク ラ スサ イ ズが25名 と大 き い た め、 毎 回 プ リ ン トー 枚 に収 ま る

6,7名 を 目安 に した。

だ が、 この ス テ ップ② は、 長 所 で あ る と同 時 に苦労 す る点 で もあ る。 教 師 は毎 週 提 出 され た

訳 文 を一 週 間 で添 削 して す べ て に コ メ ン トを っ け、優 秀作 を 選 び 、 そ れ を ま とめ た プ リ ン トを

作 らな け れ ば な らな い。 毎 週 この作 業 を しな けれ ば な らな い の はか な りの 負担 で あ った 。

ま た、 試 験 は行 わ ず、 そ の代 わ りに学 期 末 レポ ー トと して短 編 を ひ とっ 翻訳 させ る こ と と し

た。

3翻 訳のコツといわれ るもの

学生たちの実際の訳文を見るまえに、まず翻訳を教えるということにっいて少 し考えておき

たい。以前、拙論 「翻訳を考える 翻訳をめぐる現状報告」で も述べたように、翻訳を扱 う

学問 としての 「翻訳論」か ら、翻訳家志望者向けの実践的翻訳指南書 まで、「翻訳」はさまざ

まな レベルで語 られている。1当 然なが ら、翻訳の授業にっいて も、その授業が行われる学校

の種別、さらにはクラス編成や授業目的によって、さまざまな内容が考え られるであろう。翻

訳学校や大学の英文科などの授業で 「翻訳論」が講 じられる場合 もあるだろうし、翻訳学校の

翻訳家志望者を対象に、かなりの分量の課題をこなせることを前提に実践的な授業が進められ

る場合もあるだろう。今回取り上げた授業のように、一般教養の英語クラスとして開講され、

実際の翻訳作業を中心 とするとはいえ、課題はわずかな分量にすぎない場合もある。

ただ、どのタイプの授業であっても、おそらく必ず登場するのは 「翻訳のコッ」や 「翻訳の
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テクニック」 といわれるものではないだろうか。半期十数回の限 られた授業回数のなかで受講

生に少 しでも翻訳 らしいものを経験 させようと思うと、翻訳作業を繰り返すうちに自然とコッ

を体得するまで待っなどという悠長なことはしていられない。どうすれば翻訳 らしくなるかを

提示することになる。翻訳家志望者を対象とする場合も事情は同 じらしく、多 くの実践的翻訳

指南書でも 「翻訳のコッ」が取 り上げられている。たとえば、次のような具合である。

自然 で,わ か りや す く,リ ズ ム もあ る訳 文 を書 くた め に 注意 す べ き こ と と して,ど ん な

翻 訳 技 法 の本 に も似 た り寄 った りの注 意 が示 され て い る.

◆ 代 名 詞 は で き る だ け少 な くせ よ.

◆ 「...と 言 った....と 思 った....だ っ た....だ った」 の よ うに,単 調 な語 尾 を 避

け る こと.

◆ こ の文 の なか の 「こ と」 の よ うに,ひ とっ の文 章 の な か で 同 じ言 葉 を繰 り返 す こ と も,

な るべ く避 け る こ とが 望 ま しい.

◆ 「...な の だ 」 と い う押 しっ けが ま しい言 い方 は,時 に効 果 的 だ が,決 して 乱 発 して

は な らな い.

◆ 文 章 を 引 き締 め る効 果 が あ るか らと い っ て(例 え ば 「非 の打 ち ど ころ が な い」 の よ う

に,現 在 もよ く使 わ れ て い る古 い 表 現 は か まわ な い けれ ど も)「間 然 す る と こ ろが な

い」 の よ う な古 風 な表 現 や 漢 字 熟 語 を 乱 用 しな い こ と.

◆長 い原 文 は い くっ か の 短 い文 に分 けて 訳 す.2

今回使用 したテキストの章立ても、「代名詞はすべてを訳す必要はない!」 「名詞を動名詞の

ようにして考える!」「受動か能動か名詞 に隠された方向性を探る!」 などとなってお り、章ご

とに翻訳のテクニックが文法説明とともに紹介されている。

だが、 この 「翻訳のコツ」 といわれるものにっいて改めて見てみると、そのいくつかは、日

本語の特質を端的に表 しているのに気づく。 日本語が 「文法上の主格を必ず しも必要としない,

代名詞(人 称代名詞,指 示代名詞)を かなりの程度切る(隠 す)こ とが出来る言語である」3

といわれているのは言うまで もない。そもそも 「彼」「彼女」という言葉は翻訳語 として日本

語にはいりこんできたものであり、4「彼」「彼女」をなるべ く使わずに翻訳 しようと努力 して

いる翻訳家も多いのだ。「日本語の基本文において、人称代名詞は初めから不要なのである。

一33一



近畿大学 教育論叢 第18巻 第1号(2006・7)

主語や目的語がなくては文法的な文にならない英(仏)語 であるから、人称代名詞がなくては

困るのだが、それは日本語にはまったく関係のないこと」だという説 もあるほどである。5ま

た、英語の小説の地の文は過去形で語 られるのが約束事になっているが、日本語では文末に変

化を持たせるのが普通だ。文尾をすべて 「……た」「……だ った」 としたのでは、日本語 とし

ては単調で読みづらいものになってしまう。

このような点を考えても、翻訳にっいて考えるということは、すなわち日本語について考え

ることであり、同時に翻訳される側の言語(今 回の場合は英語)に っいて考えることだという

のがわかる。では、翻訳にっいての授業を受けた学生たちはどうだったのだろうか。授業を通

して日本語と英語の特質に気づいて くれたのだろうか。次に、実際の訳文の変化を見てみたい。

4実 際の訳文から

テ キ ス ト第 一 課 の 翻訳 課 題 は、Capoteの"ATreeofNight"の 山 節 か ら取 られ た次 の よ う

な一 節 で あ った。

Kay,seeingitwasuseless,decidedtosuccumbandavoidapossiblescene.She

sippedandshuddered.Itwasterriblegin.Itburnedherthroattillhereyeswatered.

Quickly,whenthewomanwasnotwatching,sheemptiedthecupoutintothesound

holeoftheguitar.

一行目のitは 「すすめ られた酒を断ること」を指すという注がっいている
。翻訳の課題 とし

ては短いかもしれないが、学生たちが文学作品を読み慣れていないこと、はじめて翻訳に挑戦

することを考えれば、訳すのに苦労するのではないかと思われた。また、課題として一部を抜

き出すのだから仕方ないとはいえ、前後関係がわか らないまま訳すのはとて もむずか しい作業

である。第一回目の授業の最後に、この英文を 「翻訳」 して次週提出するように指示 した。そ

の結果提出された訳文の一部を数人分見てみたい。

学生Aケ イはすすめられた酒を断ることが無駄だと分かっていたので、その誘いに負け、

起こりうる騒動を避けることに決めた。彼女は酒を少 し飲み、身震いした。それはきっ
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い ジ ンだ っ たの だ 。 そ の酒 は 目 に涙 が うか ぶ ほ ど まで 喉 を焼 い た。

学 生Bケ イ はす す め られ た酒 を 断 る こ と はで きな い と い う こと を悟 り、 酒 を飲 も う と決

心 し、 騒 動 に な るの を 回 避 しよ う と した。 彼 女 は酒 を少 しず っ 飲 ん だ。 す る と、 震 え だ

した。 そ の 酒 は きっ い ジ ンで あ っ た。 ジ ンを 飲 む と、彼 女 は 涙 が 出 る ほ ど、 喉 が 熱 く

な った 。

学 生Cケ イ は、 す す め られ た酒 を 断 って も無 駄 だ と思 い、 酒 を飲 ん で 騒 動 に な る こ とを

避 け よ う と決 め た 。 彼 女 は少 しず っ 飲 む と、 震 え だ した。 それ は とて もきっ い ジ ンだ っ

た。 す る と、 彼 女 の 喉 は涙 が 出 る ほ ど熱 くな っ た。

学 生Dケ イ はす す め られ た 酒 を 無 闇 に断 る理 由 な ど無 い と考 え て 、 誘 い に屈 し、 断 った

場 合 の 面 倒 な 事 態 を 避 け よ う と決 め た 。 彼 女 は酒 を 少 し飲 ん で 身 震 い した きっ い ジ ンだ 。

彼 女 は 目 に涙 を 溜 め る ほ ど喉 が 熱 くな った 。

学 生Eケ イ はす す め られ た酒 を 断 るの が 無 駄 だ と わ か った の で 、 あ き らめ て 起 こ り う る

騒 動 を 避 けよ う と思 った 。 彼 女 は一 口飲 む と身 震 い した 。 ひ ど くきっ い ジ ンだ っ た のだ 。

の どは 燃 え るよ うに 熱 くな り、 目か ら涙 まで 出 て きた 。

ど の 訳 文 も、 ほ ぼ き ちん と英 文 解 釈 で きて い る。 ま た、 「翻 訳 」 と して訳 す よ うに と指 示 し

た た め、"tosuccumb"を 「そ の 誘 い に 負 け」「誘 い に屈 し」 と言 葉 を お ぎな って 訳 した り、 逆

に 「酒 を 飲 も う」 「酒 を 飲 ん で」 と意 訳 を す る な ど の 工 夫 も見 え る。 特 に学 生Dの 訳 文 に は、

「きっ い ジ ンだ」 と主 語 を省 き、 現 在 形 に訳 した文 を 交 え る な ど、 日本 語 ら し く しよ う とい う

意 欲 が 見 え る。 しか し、 ど の訳 文 も 「彼 女 は」「そ れ は」 な どの 主 語 が ほ とん ど す べ て 訳 出 さ

れ て お り、 「起 こ り う る」 「回避 す る」 な ど、 辞 書 か らそ の ま ま 借 りて きた よ うな 語 彙 が 目 にっ

く。 ま だ ま だ 代 名 詞 を省 く こ とが で き る は ず で あ る し、 「断 る こ と は で きな い と い う こ とを 悟

り」 の よ うな語 彙 の重 な りに気 づ い て い な い訳 文 もあ る。

次 に、 同 じ学 生 た ち の三 回 目 の課 題 を見 て み た い。 ク ラス で は、 代 名詞 は す べ て 訳 す必 要 は

な い、 と い う 「コ ッ」 を す で に学 ん で い る。 課 題 文 はHemingwayの.4殆rθwθ11孟o。4rm5か

ら の 一 節 で 、"ltwasbrightsunlightintheroomwherlIwoke.IthoughtIwasbackat

thefrontandstretchedoutinbed.MylegshurtmeandIlookeddownatthem,stillin

thedirtybandages,andseeingthemknewwhereIwas."と い う部 分 で あ る。

一35一



近畿大学教育論叢 第18巻 第1号(2006・7)

学 生A目 覚 め る と部 屋 に は明 る い陽 の光 が差 し込 ん で い た。 これ か ら戦 争 の前 線 に戻 る

こと を思 い、 ベ ッ ドで少 し背 伸 び を して み た。 そ の と き、 足 に激 痛 が走 った。 思 わ ず 見

下 ろす と そ こに は汚 れ た包 帯 が 巻 か れ て い た。 そ こで や っ と、 私 は 自分 が病 院 に い る こ

と を悟 った の だ った。

学 生Bヘ ン リーが 目 を覚 ま した と き、 明 る い太 陽 の光 が差 し込 ん で い た。 ヘ ン リー は考

え た。 自分 が 前 線 の後 部 に い た こと を。 そ して、 ベ ッ ドの上 で伸 び を した。 そ の 時、 足

に痛 み を感 じた ので 、 見 て み た。 足 に は汚 れ た包 帯 が 巻 い て あ った。 そ れ で、 自分 が病

院 に い る こと に気 づ い た のだ 。

学 生C起 き た時 、 部 屋 は太 陽 で 明 る く照 らされ て い た。 戦 争 の前 線 に戻 った か ら、 ベ ッ

ドに横 に な って い る のだ と思 っ た。 足 が 痛 ん だ ので 見 下 ろ して み た ら、 ま だ、 汚 い包 帯

に まか れ て い た。 そ して 、 自分 が ど こ に い た のか 分 か った。

学 生D目 覚 め る と、 明 る い 日差 しが 部 屋 に射 し込 ん で い た。 私 は前 線 に戻 った の だ と思

い、 ベ ッ ドに傭 せ る。 足 が ズキ ズ キ痛 み 、 それ を見 下 ろす と、 未 だ 汚 れ たバ ンデ ー ジが

巻 か れ た ま まだ 。 私 は よ うや くど こ に い る のか を 知 っ た。

学 生E目 が 覚 め る と、 部 屋 に太 陽 の 光 が 輝 い て い た。 ベ ッ ドで 手 足 を 伸 ば す と戦 地 に

戻 って い るの か と思 った 。 足 が 痛 む の で 見 下 ろす と黒 ず ん だ 包 帯 を っ けて いて 、 それ ら

を 見 て 自分 が ど こ に い るの か 気 づ いた 。

読 み の正 確 さ は別 と して 、 わ ず か 三 課 目で 訳 文 か ら 「わ た し」 が ほ とん ど消 え っ っ あ る のが

わ か る。 学 生 た ち は、 「わ た し」 「わ た しの 」 を 省 略 す る、 あ る い は 「自分 」 と い う表 現 を 使 う

な ど して 、"1"や"my"を 処 理 しよ う と して い る。 「わ た しは、 わ た しが」 と書 か な くて も、

い や、 む しろ書 か な い ほ うが 、 自然 な 表 現 が で き る と気 づ い た の だ 。 また 、 学 生Bの 訳 文 に は

突 然 「ヘ ン リー」 が 出 て きて 驚 か され るが 、 これ はテ キ ス トに、 戦 争 で 負 傷 した ヘ ン リーが 目

を覚 ま した場 面 だ とい う ヒ ン トが っ い て い るか らで あ る。 この 訳 文 の 良 し悪 しは別 と して 、 翻

訳 を意 識 す る前 に は、 こん な大 胆 な訳 は生 ま れ な か った だ ろ う。

続 い てChapter4の 課 題 を見 て み よ う。 学 生 た ち は この課 で 、 所 有格 に は所 有 を 表 す 働 きが

あ る の は もち ろ ん だ が、 主 格 の 関係 や 目 的 の 関係 な どを 表 す場 合 もあ る こ とな どの 「コ ッ」 を

学 ん で い る。 参 照 す る部 分 はHawthomeの"TheArtistoftheBeautiful"か らの 次 の よ う

な一 節 で あ る。
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"W
ell,Owen,"saidhe,"Iamgladtohearsuchgoodaccountsofyoufromall

quarters;andespeciallyfromthetown-clockyonder,whichspeaksinyourcommen.

dationeveryhourofthetwenty-four...."

学生A時 にオーウェン、街のあちこちから聞こえるお前の良い噂を私は嬉 しく思うよ。

特にあそこの街の大時計が一日中毎時ごとに時を刻んでいるのは、まさにお前の功績の

表れだ

学生Bな あ、オーウェン、わ しは、あちこちか らお前に対するとても良い評判を聞 くと

嬉 しい限りだよ。特に町の大時計のところでは24時聞のうち毎時間お前を褒め称える声

が聞けるよ。

学生Cと ころで、オーウェン。私はあなたの良い評判をあちこちか ら聞 くことが うれし

い。 とりわけ、向こうに見える町の大時計にっいては、四六時中あなたの賞賛 している。

(原文ママ)

学生D「 オーウェン…」彼は言 った。「私はあちこちか らおまえの話を聞いて嬉 しいよ。

特 に四六時中おまえを称賛 している向こうの時計台か らには。(原文ママ)

学生Fオ ーウェンよ、あちこちか らお前の良い評判を耳に してとても誇りに感 じておる

ぞ。特 に町の大時計にっいては、賞賛の声がひっきりなしに聞こえて くる。

セ リフの訳 だ とい う こ と もあ って、 学 生 た ち は楽 しみ な が ら訳 しは じめ て い る よ う に見 え る。

テ キ ス トに は、 こ の セ リフ は 時 計 屋 の親 方 の もの だ と い う ヒ ン トが っ い て い る の で、 「お前 」

「わ し」 な ど、 人 称 代 名 詞 を工 夫 して い る者 もい る。 人 称 代 名 詞 を省 略 して しま う と この よ う

な 工 夫 が で き な い の で 、 省 略 は あ ま り行 わ れ て い な い。 ま た、"everyhourofthetwenty-

four"と い う原 文 を、 「四 六 時 中」 と 日本 語 ら しい表 現 に置 き換 え て い る者 もい る が、 こ う訳

す と 「一 日中 ず っ と」 とい う意 味 に な り、"everyhour"の 意 味 が 消 え て しま うわ けで、 この

あ た りが翻 訳 の む ず か しい と ころ で あ る。

さ らに、 六 課 目を見 て み よ う。 課 題 文 はMurdochの 肪 θ.Bθ刀 か ら取 られ て お り、 訳 文 を 参

照 す る の は、 そ の う ち"Sheturnedtowardsherseat.Alargeelderlyladyshiftedalittle

tomakeroom."と い う部 分 で あ る。
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学生A席 へ戻ると、場所を空けようと体の大 きな初老の婦人が少 し席を詰めて くれた。

学生B自 分の席の方へ向いた。身体の大きいおばあさんが場所を空けるたあに移動 して

くれた。

学生D彼 女は座 っていた席の方へ向いた。大柄のおばさんが隙間をっ くろうと少 し詰め

る。

学生Fド ーラは自分の席のほうを向 く。すると大柄な年老いた女性はスペースをっくる

ために僅かにずれてくれた。

学生Gド ーラは座席の方へ向きを変えた。大柄な老婦人が少 しずれて隙間を作ってくれ

ている。

学生Hド ーラは席に戻っていった。太った年配の女性が体を動か し席を詰あて くれた。

こ こで 注 目 した い の は、 学 生D以 外 の学 生 た ちが2文 目 の文 末 を 「～ くれ た」 と訳 して い る

こ とで あ る。 英 文 は"Alargeelderlyladyshiftedalittletomakeroom."で あ り、 「～ くれ

た」 に対 応 す る部 分 はな い。 英 語 の 場 合 は これ で ま っ た く問 題 は な い のだ が 、 こ の場 面 は ドー

ラ と い う女 性 か ら見 た場 面 で あ り、 「日本 語 は 『視 点 』 に か な り敏 感 で あ る」 と と も に、 「『恩

恵 の 授 受 』 に も敏 感 」 な と こ ろが あ る た め 、 「他 人 が話 し手(及 び話 し手 に と っ て ウチ で あ る

人)に と って恩 恵 とな る行 為 を した場 合 に は 『て くれ る』 を っ け る こ とが必 要 」 だ と言 わ れ て

い る。6筆 者 は何 度 か授 業 中 に視 点 の 問題 に触 れ、 誰 か ら見 て い る場 面 か 気 を っ け る よ う に と

ア ドバ イ ス を した が、 そ れ を きち ん と吸 収 して くれ た学 生 が か な りい た とい う こ とで あ ろ う。

5学 生の感想

以上見てきたように、わずか十回足 らずの演習のあいだに、学生たちは英語 と日本語の特質

の違いをいくっかの 「翻訳のコッ」という形でっかみ、日本語 らしい表現をしようとしはじめ

たように思える。では、学生たち自身はどう感 じていたのだろう。最後に感想を書いて もらっ

た。その感想のなかから、一部抜粋 して紹介 したい(す べて原文のまま)。

・直訳 とい う もの を受 験 時 ま で心 が けて きて い た の で す が
、 内 容 が 訳 に と もな って いな い こ

とに違 和 感 を感 じて い ま した。 そ の疑 問 に この 演 習 は答 え を もた らす キ ッカ ケ にな った と
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思 い ます 。

・直 訳 と違 って 翻 訳 は文 脈 を 全 体 が 通 る よ うに うま く訳 さ な けれ ば い け なか った の で、 大 変

で した 。

・正 直 、 ず っ と英 語 の 授 業 は形 式 的 に ただ 直 訳 して い くだ けで マ ンネ リ化 して て飽 きて た の

で 、 自由 に訳 せ る この 授 業 は新 鮮 で した。

・直 訳 だ と ど う して も 「これ で い いや 」 とか い うふ うに な って しま うので す が 、 翻 訳 だ と語

尾 に気 を付 けた り、 い ろ い ろ考 え な けれ ば な らな い部 分 が た く さん あ り、 「英 語 」 と い う

もの が とて も楽 し く思 え ま した 。

・今 ま で 英 文 を 読 む 時
、 だ いた い読 め て いれ ば い いか な?と い う程 度 で 読 ん で い た の です が 、

毎 回 添 削 を して も ら う う ち に、 英 文 を 正 確 に訳 して 、 ま た それ を翻 訳 して わ か りや す く書

く とい う事 の 難 しさを 知 り ま した 。

・レポ ー ト(毎 回 の もの と、 最 後 の もの 含 め)が 割 と大 変 だ っ た け ど、 いっ もの直 訳 と は ま

た違 った ス タ ンス で訳 す の で 、 お も しろい 経 験 だ った 。

・翻 訳 は、 文 の 前 後 の 流 れ を み て 考 え な い とい けな い し、 前 後 の 流 れ を 考 え て た ら文 の意 味

が わ け わ か らな くな って しま った り と本 当 に 難 しい もの だ と思 い ま した 。

・翻 訳 は初 め て した の で す が、 もち ろ ん 直訳 だ け も時 間 が か か り大 変 で した 。 た だ そ れ 以 上

に、 日本 語 の難 し さ、 深 み を とて も感 じま した 。 私 は 日本 人 で あ りな が ら自分 の 表 現 した

こ とを 日本語 で す ら表 す こ とが で きな い の が 痛 感 しま した。

・日本 語 って こん な数 多 くの言 い ま わ しが あ るん だ とい う新 た な 発 見 もあ って 、 良 い刺 激 の

あ る授 業&試 験 で した。 楽 しか った。

「内 容 が 訳 に と もな って いな い」「形 式 的 に た だ直 訳 して い くだ け」「直訳 だ と ど う して も 『こ

れ で い い や 」 とか い うふ う に(な る)」 と感 じて い た学 生 た ちが 、 文 脈 や前 後 の 流 れ を考 え な

が ら翻 訳 を試 み る うち に、 「考 え な けれ ば な ら な い部 分 が た くさん あ り」 「日本語 の 難 しさ、 深

み を と て も感 じま した」 と書 い て い る の を見 る と、 英 語 だ け で な く、 日本語 の難 しさや お も し

ろ さ に も気 づ い て くれ た こ と が うか が え る。 そ して 、 「新 鮮 」 だ った 、 「楽 し く」 思 え た、 「新

た な発 見 」 が あ った と い う感 想 は、 英 文 解 釈 と翻 訳 に違 い が あ る こ とを 改 め て感 じ させ て くれ

る。

こ の よ う に学 生 た ち は。 英 語 を正 確 に読 む だ け で な く、 そ の 内容 を 日本 語 に移 し替 え る とい
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う作業を通 して、改めて日本語と英語の違いや、 日本語の表現について考える機会を得てくれ

たようである。 もちろん個人差はあるのだが、単なる直訳で終わらずに英文の意味内容を理解

してほしい、それとともに、英語と日本語に対する理解を深めてほしいというこの授業の当初

の目的は、ある程度達成できたのではないだろうか。

終わ りに

以上見てきたように、訳読に翻訳という作業を取 り入れることで、日本語と英語の違いを意

識 し、 日本語だけでな く英語への理解を深めることが可能だと思われる。英語を機械的に直訳

していたのでは、英語 と日本語の構造や性格の違いはなかなか見えてこないものだが、「日本

語の性格を知 ることは外国語の勉強に役 に立っ」7と 言われているとおり、 日本語 らしい表

現に置き換えるというステップを踏むことで、逆に英語の特性がよく見えて くるか らだ。

そしてその英語の特性に関する知識は、英語を日本語に訳す場合だけでな く、日本語を英語

に訳す場合にも役立っはずである。英語 と日本語の違いが頭にあれば、英語を書 く際にも、日

本語にはない主語を補 うことや、人称代名詞を補 うことが自然とできるようになるだろう。

今回は 「翻訳入門講座」 として行 った授業を考察 したが、翻訳以外の講読の授業にも、この

「直訳ではなく翻訳を心がける」 という姿勢を取 り入れることは可能であろう。翻訳 という作

業を取 り入れることによって、 ともすればマンネ リ化 しがちな英語を読むという作業を活性化

することも可能であると思われる。今後 も、直読直解、直訳、翻訳などのうち、どれかひとっ

の読み方に偏ることなく、さまざまな読み方訳 し方を取 り入れることで、英文を読む授業を工

夫 していきたい。
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